
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 宮前 由一 

 
学校通信 第２４０号  令和７年３月２４日（月） 

 

１３名の卒業生が巣立ちました 

令和６年度の終わりにあたって 

校舎を後にしました。 

また当日は恵山支所・清藤支所長、本校ＰＴ

Ａ・松本会長など多数のご来賓ならびに保護者

の皆様にお越しいただきました。ご多用のとこ

ろ、卒業生の巣立ちのためにご列席いただいた

ことに対し、この場をお借りして深く感謝申し

上げます。 

 去る３月１４日に第 

２０回卒業証書授与式 

を挙行し、１３名の卒 

業生が卒業証書を手に 

本校から巣立っていき 

ました。卒業生の皆さ 

ん、並びに保護者の皆 

様、ご卒業おめでとうございます。これをもって

９年間の義務教育が終了しました。今後は、義務

教育で身に付けたことを生かして、これからの未

来を生き抜いていくことになります。この「生き

抜いていく力」について、校長式辞で２つお話し

しました。いまＡＩやＩＣＴ技術の発達がめざま

しく、便利になっていく反面、ネットでのウソの

情報や闇バイト、詐欺も増えていることから、正

しい情報を見抜く力が必要なこと、もう一つは、

だまそうとしたり傷つけようとする悪い人間を見

抜く力です。さまざまな人生経験を通して、良い

人間関係をつくっていくことについて、保護者の

経験もお話ししてほしいとお願いしました。 

現生徒会長の成田さんが、送辞で「恵

山中学校の伝統を、これからの代に          

繋いでいくのは私たちだという誇り 

を胸に皆さんの思い出の場所として 

守り続けていくことを約束します。」 

と述べました。これを受け、前生徒会長の松本さ

んが「恵山中学校で学んだことを胸に 

卒業後は様々なことに挑戦し、さらに 

成長していきたいと考えています。そ 

して、どんな困難に直面しても、これ 

までの経験を生かして、前向きに努力 

し続けたいと思います。」と力強く答辞を述べまし

た。式後の学活では、３年間の振り返りや担任か

らの最後の話、保護者へのメッセージなど、和や

かで温かい雰囲気の時間を過ごしました。下校時

には１階廊下で在校生と職員の見送りを受け、↗ 

今年度の教育活動へのご支援、

ご協力に、感謝申し上げます 

本日１，２年生に修了証書を渡し、令和６年

度の教育活動が終了しました。卒業していった

３年生も含め、子どもたちが健やかな成長を遂

げることができたの 

は、ひとえに保護者 

や地域の皆様からい 

ただいたご支援、ご 

協力の賜です。特に、今年度は学校 

運営協議会をはじめ 

とした地域の皆様と連携して取り組んだ恵山登

山や恵山町会連合会主催の避難訓練などを、本 

校の特色ある教育活動 

として推進することが 

できました。反面、本 

校の名前がマスコミ等 

で報道され、皆様には 

多大なご迷惑とご心配

をおかけしましたが、保護者・地域の皆様の深

いご理解と温かいご支援のお陰で、滞りなく教

育活動を進めることができました。あらためて

心からお詫びと感謝を申し上げる次第です。一

度失った信頼を回復するためにも、教職員一同

新年度からも襟を正して子どもたちの教育に誠

心誠意、努めて参ります。今後も、本校の教育

活動へのご理解・ご支援を、よろしくお願い申

し上げます。 



 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になりました 

～退職・転出する教職員から～ 

大和 美香子（やまと みかこ）教諭【退職】 

３月で退職を迎えることと 

なりました。恵山中学校には２ 

年間の勤務でしたが、大自然に 

恵まれた環境の中で、元気な生 

徒と共に過ごせたことをあり 

がたく感じています。一番の思 

い出は、恵祭で合唱した♪栄光 

の架け橋と♪Story です。 

生徒自身の内側から外に向かって発せられた

エネルギーを感じられた瞬間でした。   

保護者の皆様におかれましては、多大なるご支

援をいただき感謝申し上げます。これからも恵山

地区の特色を生かした素晴らしい教育活動が行

われますことを願っております。これまでありが

とうございました。 

髙木 恭子（たかぎ きょうこ）教諭【転出】 
この度、函館市立桔梗中学校 

へ転出することとなりました。 

令和５年に着任し、２年間とい 

う短い間でしたが、この素晴ら 

しい環境のもと、恵山中学校に 

勤務させていただいたことを、 

とても誇らしく思います。元気 

で明るく、素直な生徒たちとと

もに、授業や学校生活を送れたことが、私にとっ

て、何よりも素晴らしい思い出になっています。  

体育祭や恵祭、そして学年行事、どんな時も懸

命に取り組んでいた、生徒のみなさんの姿が思い

出されます。また、天気の良い日の海沿いの景色

は、私自身とても気に入っていました。 

 生徒のみなさんとは、離れていても、これから

もずっと、いつまでも応援しています。 

保護者の皆様、短い間でしたが、今日までたく

さんのご支援・ご協力、本当にありがとうござい

ました。 
武内 裕貴（たけうち ひろき）教諭【転出】 

この度、函館市立椴法華中学 

校へ転出することとなりまし 

た。この５年間、素直で明るい 

生徒たちと温かい保護者の皆 

様、地域の皆様に支えられて、 

この恵山中学校で過ごすこと 

ができて本当に良かったです。 

この５年間で４回学級担任

を務め、特に３年間学年を持ち上がりで卒業生を

送り出すことができたことを本当に嬉しく思い

ます。 

また、これまでの勤務校で経験することがなか

った仕事や授業も経験でき、恵山中学校で過ごし

た時間は学ぶことが多かった５年間となりまし

た。恵山中学校での経験を生かして、次の学校で

もさまざまなことにチャレンジしていきたいと

思います。生徒の皆さん、保護者の皆様、地域の

皆様、本当にお世話になりました。 

髙橋 沙耶（たかはし さや）教諭【転出】 
この度、八雲町立熊石中学 

校へ転出することとなりま 

した。教職に就いて初めての 

学校が恵山中学校でした。最 

初は不安でいっぱいでした 

が、お子さんの一生懸命活動 

する姿や笑顔にたくさん救 

われ、充実した日々を過ごす

ことができました。 

また、これまで保護者の皆様や地域の方々にも

たくさんのご理解とご協力をいただきありがと

うございました。お子さんが、これからも心豊か

に成長することを願っています。お世話になりま

した。 

 

 

４（金）新２・３年生準備登校日      １１（金）全学年実力テスト 自転車点検③ 

  ７（月）着任式・始業式・入学式      １４（月）授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会          

  ８（火）身分証明証用写真撮影       １５（火）認証式・専門委員会 部活動発足式 

      ２計測              １７（木）全国学力学習状況調査 尿検査１次 

  ９（水）対面式・部活動紹介        ２１（月）２者懇談（～２３日迄） 

      交通安全教室 自転車点検①    ２２（火）内科検診  

１０（木）自転車点検②           ２５（金）専門委員会 



 


